
大阪の自治体で働く
新入職員と交流でき

る！

大阪自治労連青年部
新採歓迎パーティー

６月２日（土）

18：30～　
道頓堀ホテル

おおさか自治体の仲間　2012年４月15日　第279号 ２３ 2012年４月15日　第279号　おおさか自治体の仲間

　４月２日朝、初登庁の職員に歓迎会のお知らせを配布。昼休
みに青年組合員が「職員交流カード」（名前・職場・趣味・「聞
いてみたいこと」を記入するカード）を新入職員に手渡し、翌
日の昼休みに回収しながら、新入職員の相談にのり歓迎会にも
誘いました。
　様々な職場の先輩組合員が入れ替わりで新入職員と交流し、
和気あいあいと楽しみました。

　１月から昨年採用された職員と、青年部員などで
４回の新採歓迎実行委員会を開き、ゲームの内容や
景品、当日の役割分担を検討。
　４月３日の新採歓迎パーティーには107人が参
加。採用２年目のスタッフの一人は、「去年は参加
しなかったけど、こんな楽しい会だとは知りません
でした」と語りました。新入職員の組合加入も進ん
でいます。

　研修の緊張も少しほぐれてきた４月５日、
「新採歓迎会」を開催しました。青年部役員
の呼びかけに「今からでも行ってもいいです
か」と、新採49人が集まり、食事をしながら
交流を深めました。
　職場の先輩たちもかけつけ総勢72人。「組
合ってどんな活動をするんですか？」など話
もはずみ、保育所職場からも「待っている
よ。いっしょに仕事頑張ろうね」と激励が送
られていました。

単
組
で
も
新
採
歓
迎
行
事
が
山
盛
り
！

自分たちで

職場や生活
を

良くしよう

今月のキーワード今月のキーワード
治水事務所

　自然災害により、多数の住家の危害、生命・身体への危害被害が発生した被災地に、国が地方公共団体、
日本赤十字社その他の団体及び国民の協力の下に、応急的に必要な救助を行い、災害にかかった者（罹災
者）の保護と社会の秩序の保全を図ることを目的とします。法に定められた救助の費用は、原則として各都
道府県が負担し（法37条に定めた災害救助基金の積み立て）、都道府県の財政力に応じて国が負担します。

今月のキーワード今月のキーワード

災害救助法

春春！！

見て、聞いて、体験する現地調査活動
津波対策や復興問題を学ぶ

「誰かまかせ」じゃない自分の人生　　
だから、労働組合　そして、自治労連

新入職員の相談にのりながら

先
輩
か
ら
温
か
い
エ
ー
ル

〝新歓〟準備に３か月かけて

大阪自治労連・青年部書記長

八尾　高志

　大型台風などによる高潮や地震による浸水に備え、防潮施設の整備や護岸の補強を行っています。また、
河川巡視や夜間パトロール、船舶パトロールを実施して不法投棄や不法行為の防止に努めています。また、
府民との協働で河川の美化活動や再生にも取り組んでいます。

　

防
災
ま
ち
づ
く
り
運
動
も
発
足
３
ヶ
月
。
府
下

43
市
町
村
を
対
象
と
し
た
自
治
体
ア
ン
ケ
ー
ト
集

計
で
の
問
題
点
を
よ
り
明
ら
か
に
し
て
い
く
た
め

に
現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。 

大
津
波
を
想
定
し
て
い
な
い

　
　
　
　
　

実
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が
明
ら
か
に

　

４
月
１
日
の
「
津
波
・
高
潮
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
阿

倍
野
防
災
セ
ン
タ
ー
〜
高
石
の
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
」

の
調
査
に
は
10
人
が
参
加
。
津
波
・
高
潮
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
で
は
、
海
よ
り
低
い
場
所
に
住
む
１
０
８

万
人
の
津
波
か
ら
の
避
難
方
法
や
防
潮
扉
や
水
門

の
限
界
性
と
水
防
団
の
役
割
に
対
す
る
懸
念
が
。

　

阿
倍
野
防
災
セ
ン
タ
ー
で
は
、
防
災
倉
庫
の
設

置
場
所
の
確
認
と
機
材
の
有
効
利
用
や
避
難
経
路

の
安
全
確
認
の
問
題
。
そ
し
て
、
高
石
の
コ
ン
ビ

ナ
ー
ト
で
は
、
地
上
に
22
個
も
Ｌ
Ｎ
Ｇ
タ
ン
ク
が

密
集
し
て
お
り
、
津
波
に
よ
る
大
規
模
火
災
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。

阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
学
ぶ

　
　
「
復
興
と
い
う
名
の
地
獄
」

　

４
月
７
日
の
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
学

ぶ
」
調
査
は
13
人
が
参
加
。
新
長
田
と
い
え
ば
、

「
鉄
人
28
号
」
が
復
興
の
象
徴
と
し
て
有
名
で
す

が
、
震
災
後
２
ヶ
月
で
、
住
民
の
意
見
も
聞
か
ず

強
引
に
進
め
た
神
戸
市
の
復
興
計
画
。
17
年
た
っ

た
今
、「
も
う
限
界
で
す
わ
」
と
復
興
再
開
発
事

業
の
店
舗
に
入
居
し
た
店
主
ら
は
、
気
力
も
尽
き

果
て
て
い
ま
す
。「
信
頼
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い

う
市
の
言
葉
で
復
興
再
開
発
事
業
の
店
舗
に
入
居

し
た
の
に
、
客
足
は
と
ぎ
れ
、
商
店
街
は
空
き
店

舗
だ
ら
け
…
。
ロ
ー
ン
返
済
と
高
い
管
理
費
に
苦

し
め
ら
れ
、
ま
さ
に
「
復
興
災
害
」
が
深
く
進
行

し
て
い
ま
す
。

　

復
興
問
題
で
表
面
化
し
て
き
た
こ
の
再
開
発
問

題
で
す
が
、
復
興
時
だ
け
の
教
訓
で
は
な
く
、

今
、
大
阪
市
の
橋
下
市
長
と
維
新
の
会
が
狙
っ
て

い
る
大
型
開
発
事
業
に
つ
い
て
も
、
地
元
の
住
民

が
立
ち
上
が
る
こ
と
の
大
切
さ
を
痛
感
し
た
調
査

と
な
り
ま
し
た
。

閑散とした新長田の商店街
大阪府治水事務所施設内の「津波・高潮ステーション」で

昨年の大阪自治労連青年部主催の
歓迎パーティー　　　　　　　　　

　各自治体に就職された皆さん、おめでとうございます。私たち「大阪自治労連青年部」
は若い世代（男女混合）で組織している各自治体の労働組合「青年部」の連合体です。
　４月から仕事に就く皆さんは「住民の役に立ちたい」と仕事に対して期待がある一
方、「これからの職場や給料はどうなるのか」など不安もたくさんあると思います。
　そんな不安や悩みなどを一緒に考え話し合い、誰かまかせではなく自分たちで職場
や人生を良くしていこうというのが「労働組合」です。特に「青年部」は同じ世代が集ま
って喜びや悩みを共感しあいながら、お互いが成長できる場です。ぜひ「自治労連」の
組合に加入して、一緒に頑張りましょう。

気さくな竹村委員長の歓迎に笑顔

食
卓
を
囲
み
な
が
ら
楽
し
く
交
流

堺市職労

交野市職労

東
大
阪
市
職
労

「
ど
ん
な
ゲ
ー
ム
が
い
い
か

な
あ
？
」
歓
迎
パ
ー
テ
ィ
ー

実
行
委
員
会　
　
　
　
　
　

参加
してね

防
災
ま
ち
づ
く
り
運
動

スタートスタートのの時時


